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１ 開会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 議題 

(1) 公的職業訓練の実施状況等について 

 

(2)「公的職業訓練効果検証ワーキンググループ実施要領」の一部改正について 

 

(3) 令和８年度公的職業訓練効果検証の方向性について 

 

(4) 令和８年度福島県地域職業訓練実施計画（案）について 

 

  (5) その他 

 

 

４ 閉会 

 

 

 



令和７年度 第２回
福島県地域職業能力開発促進協議会

議題等資料一覧

議題（１）

【資料１】公的職業訓練実施状況（令和７年１２月末日現在）他 〈福島労働局〉

【資料２】デジタル活用及びデジタル人材のニーズ調査（アンケート）の実施について

【資料３】各種取組の実施結果について

「学びへGo!キャンペーン」「ハロートレーニング【職業訓練】パネル展」

「ハロートレーニングフェスinふくしま」

【資料４】離職者等再就職訓練事業等実施状況集計表（令和７年１２月末日現在）〈福島県〉

【資料５】離職者訓練実施状況（令和７年１２月末日現在）〈高・障・求雇用支援機構〉

求職者支援訓練実施状況（令和７年１２月末日現在）〈高・障・求雇用支援機構〉

議題（２）

【資料６】「公的職業訓練効果検証ワーキンググループ実施要領」の一部改正について

議題（３）

【資料７】令和８年度公的職業訓練効果検証の方向性について

議題（４）

【資料８】令和８年度福島県地域職業訓練実施計画（案）について

【資料９】令和８年度 福島県内の公的職業訓練（ﾊﾛｰﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 定員

＜参考資料＞

【参考１】令和８年度福島県地域職業訓練実施計画の策定に当たっての方針

【参考２】令和7年度第１回中央職業能力開発促進協議会資料



作成 R8.2.6

（ ）内はコース数 （単位：人）

就職目標値 定員数 受講者数 （充足率：％） 就職者数 （就職率：％）
1,340 972 （ 71 ） 571 58.7 293 55.1

合計 － 1,327 624 （ 48 ） 413 66.2 214 57.5

基礎コース 58% 600 185 （ 12 ） 117 63.2 54 55.4
実践コース 63% 727 439 （ 36 ） 296 67.4 160 58.2
合計 － 1,305 893 （ 64 ） 583 65.3 268 59.7

基礎コース 58% 600 223 （ 14 ） 131 58.7 52 58.8

実践コース 63% 705 670 （ 50 ） 452 67.5 216 59.9

合計 － 1,198 773 （ 51 ） 558 72.2 309 61.4

基礎コース 58% 479 212 （ 14 ） 156 73.6 75 56.7

実践コース 63% 719 561 （ 37 ） 402 71.7 234 63.0

合計 － 1,198 877 （ 55 ） 661 75.4 341 64.5

基礎コース 58% 479 120 （ 7 ） 103 85.8 59 70.2

実践コース 63% 719 757 （ 48 ） 558 73.7 282 63.4

合計 － 954 904 （ 55 ） 716 79.2 440 67.3

基礎コース 58% 238 104 （ 6 ） 80 76.9 49 67.1

実践コース 63% 716 800 （ 49 ） 636 79.5 391 67.3

合計 － 954 651 （ 41 ） 519 79.7

基礎コース 58% 238 106 （ 7 ) 86 81.1

実践コース 63% 716 545 （ 34 ) 433 79.4
※就職数はＲ7年12月末までに把握できたものを計上している（速報値）

（単位：人）

就職目標値 定員数※１ 受講者数※３（充足率：％）就職者数※４ （就職率：％）

合計 － 2,250 1,749 80.9
県：委託 81% 1,502 1,196 84.6 774 77.2

機構：施設内 80% 748 553 73.9 408 86.1
合計 － 2,274 1,795 80.5

県：委託 75% 1,490 1,250 86.4 787 77.1
機構：施設内 80% 784 545 69.5 412 87.7

合計 － 2,291 1,757 79.2
県：委託 75% 1,507 1,207 84.1 955 80.6

機構：施設内 80% 784 550 70.2 320 87.4
合計 － 2,260 1,591 75.5

県：委託 75% 1,500 1,015 75.3 742 78.0
機構：施設内 80% 760 576 75.8 395 90.0

合計 － 2,231 1,438 67.8
県：委託 75% 1,499 945 68.0 707 77.2

機構：施設内 82.5% 732 493 67.3 344 88.0
合計 － 2,022 1,179 76.1

県：委託 75% 1,290 749 73.5
機構：施設内 82.5% 732 430 81.1

※就職数はＲ7年12月末までに把握できたものを計上している（速報値）

※１ 計画定員数（当初分）県委託訓練は２年課程の前年度繰り越し分を除く。  
※２ その年度に開始されたコースに係る定員数を計上 県委託訓練は２年課程の前年度繰り越し分を除く。
※３ その年度に受講開始した者の数を計上  県委託訓練は２年課程の繰り越し分を除く。
※４ 施設内訓練の就職者数は対象月までに確認できた職業訓練修了者の就職した件数を計上
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福島労働局 職業安定部 訓練課

　分野 ② 委託訓練(福島県) ③ 施設内訓練
(ポリテクセンター福島・いわき・会津)

情報システム科㉔

介護福祉士養成科㉔

准看護師養成科㉔

Java･Pythonプログラミング科(eラーニングA)⑥ Webデザイン科⑥ NC技術科⑥⑦

基礎から学ぶ実践事務･会計科⑥ ＣＡＤ/ＮＣオペレーション科⑥

パソコン経理事務マスター科（託児）⑥ 溶接施工科⑥

農業技術習得科⑥ 電気設備技術科⑥

DTP－Webデザイン科⑥ 住宅建築デザイン科⑥

住環境計画科⑥⑦

生産情報システム科⑥⑦

CAD･機械加工技術科⑥⑦

電気設備技術科⑥⑦

建築CADリフォーム計画科⑥

溶接クラフト科⑥

住宅リフォーム技術科⑥

テクニカルオペレーション科⑥⑦

電気設備技術科⑥⑦

ビジネスパソコン基礎科③ IT実践（託児付）④

ゆっくり・しっかり学ぶパソコン基礎科（託児）③ 経理事務基礎科③

パソコン・簿記入門科（託児）③ 経理パソコン科（託児付）④

基礎から学ぼう！仕事に役立つパソコン実務科③ 経理事務科④

経理実務に強い！初歩から学ぶ総合事務科（託児）③ 経理事務科（託児付）④

事務職を目指す　オフィスワーク科④ パソコン入門科③

不動産ビジネス科④ パソコン入門科（託児付）③

医療事務＆ＰＣ科④ パソコン基礎科③

医療事務・調剤事務総合マスター科③※開講予定 パソコン基礎科（託児付）③

Ｗｅｂデザイン科③※開講予定 PCレベルアップ科③

PCレベルアップ科（託児付)③

Webデザインビジネス科④

Webアプリケーション科⑤

DTP-Webデザイン科⑤

Webデザイン科⑤

DX基礎科③

医療事務科③

介護職員養成実践科③

CADオペレータ科⑤

ものづくり基礎科③

２か月で学べる!医療事務調剤事務科②

医療事務（２か月）科②

※○数は、訓練の月数。

2年以上

令和７年度　公的職業訓練実施科一覧表

訓練区分 公的職業訓練（ハロートレーニング）

① 求職者支援訓練(厚労省)
公共職業訓練

1か月以上
3か月未満

1年以上
2年未満

6か月以上
1年未満

福
島

い
わ
き

会
津

3か月以上
6か月未満
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福島労働局 職業安定部 訓練課

　分野 ② 委託訓練(福島県) ③ 施設内訓練
(ポリテクセンター福島・いわき・会津)

Java･Pythonプログラミング科(eラーニングA)⑥ 情報システム科㉔
IT実践（託児付）④
DX基礎科③

基礎から学ぶ実践事務･会計科⑥ 経理事務基礎科③
パソコン・簿記入門科（託児）③ 経理パソコン科（託児付）④
パソコン経理事務マスター科（託児）⑥ 経理事務科④
経理実務に強い！初歩から学ぶ総合事務科（託児）③ 経理事務科（託児付）④
事務職を目指す　オフィスワーク科④ パソコン入門科③
ビジネスパソコン基礎科③ パソコン入門科（託児付）③
ゆっくり・しっかり学ぶパソコン基礎科（託児）③ パソコン基礎科③
基礎から学ぼう！仕事に役立つパソコン実務科③ パソコン基礎科（託児付）③
不動産ビジネス科④ PCレベルアップ科③

PCレベルアップ科（託児付)③
医療事務（２か月）科② 医療事務科③
２か月で学べる!医療事務調剤事務科②
医療事務・調剤事務総合マスター科③※開講予定

医療事務＆ＰＣ科④

介護職員養成実践科③
介護福祉士養成科㉔
准看護師養成科㉔

農業技術習得科⑥

DTP－Webデザイン科⑥ Webデザインビジネス科④
Ｗｅｂデザイン科③※開講予定 Webアプリケーション科⑤

DTP-Webデザイン科⑤
Webデザイン科⑤
Webデザイン科⑥

電気設備技術科⑥⑦
生産情報システム科⑥⑦
NC技術科⑥⑦
ＣＡＤ/ＮＣオペレーション科⑥
CAD･機械加工技術科⑥⑦
テクニカルオペレーション科⑥⑦
溶接施工科⑥
溶接クラフト科⑥

CADオペレータ科⑤ 住宅建築デザイン科⑥
住環境計画科⑥⑦
建築CADリフォーム計画科⑥
住宅リフォーム技術科⑥

その他 ものづくり基礎科③
※○数は、訓練の月数。

Ｉ Ｔ

令和７年度　【分野別】公的職業訓練実施科一覧表

訓練区分 公的職業訓練（ハロートレーニング）

① 求職者支援訓練(厚労省)
公共職業訓練

建設関連

営 業

･

販 売

･

事 務

医療事務

介 護
･

医 療
･

福 祉

農 業

デザイン

製 造
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0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-
１

９
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美
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連
分

野
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)
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)
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)

-
-

-
(0

)
(0

)
(0

)
-

-
-

そ
の

他
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

(0
)

(0
)

(0
)

-
-

-
(0

)
(0

)
(0

)
-

-
-

求 職 者

支 援 訓 練

（ 基 礎

コ ー ス ）

基
礎

-
-

-
-

-
-

6
1
0
4

8
0

1
0
5
.8

%
7
6
.9

%
6
7
.1

%
０

０
　

基
礎

-
-

-
-

-
-

(-
1
)

(-
1
6
)

(-
2
3
)

(0
.0

)
(-

8
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)
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3
.1
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1
1
1

1
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8
9

9
4
5

8
1
.1

%
6
8
.0

%
7
7
.3

%
5
5

9
0
4

7
1
6

1
0
6
.0

%
7
9
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%

(5
)

(4
1
)

(-
7
0
)

(-
1
1
.5

)
(-

7
.3

)
(-

0
.7

)
(0

)
(2

7
)

(5
5
)

(8
.4

)
(3

.8
)

(0
.0

)

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

1
0

1
4
7

1
0
8

9
5
.9

%
7
3
.5

%
8
0
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%
1
5

2
6
1

2
4
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1
4
8
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%
9
5
.4

%
6
9
.2

%
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(2
3
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2
2
.6

)
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8
.8

)
(2

.6
)

(6
)

(1
2
1
)

(1
2
5
)

(-
4
.2

)
(6

.8
)

(6
.3

)

２
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
制
度
別
、
分
野
別
訓
練
の
実
施
状
況

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
委

託
訓

練
）

求
職

者
支

援
訓

練

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

合
計
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ー
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数
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講
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募
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０
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-
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-

0
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-
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共
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（
都

道
府

県
：
施

設
内

訓
練
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公

共
職

業
訓

練
（
高

齢
・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

）
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企
業
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

１
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
及
び
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
ニ
ー
ズ
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
方
法
：
W
E
B
方
式

・
調
査
期
間
：
令
和
８
年
１
月
下
旬
～
３
月
１
３
日
（
金
）

・
調
査
依
頼
の
範
囲

①
地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
委
員
（
事
業
主
団
体
及
び
の
職
業
紹
介
事
業
者
）
（
会
員
・
取
引
先
等
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
を
依
頼
）

②
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
在
職
者
訓
練
実
施
企
業
（
令
和
６
・
７
年
度
）

③
人
材
開
発
支
援
助
成
金
申
請
企
業
（
令
和
７
年
度
）

２
．
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
の
活
用
等

・
公
的
職
業
訓
練
の
訓
練
実
施
機
関
等
へ
の
提
供
（
企
業
が
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
訓
練
を
設
定
す
る
た
め
に
活
用
）

・
公
的
職
業
訓
練
受
講
者
へ
の
提
供
（
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す
る
た
め
に
活
用
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
求
職
者
へ
の
提
供
（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の
就
職
支
援
や
有
効
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
理
解
）

・
福
島
県
地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
の
資
料
（
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
た
方
向
性
を
検
討
す
る
資
料
と
し
て
活
用
）

企
業
が
必
要
と
す
る
人
材
等
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
公
的
職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
策
定
等
に
反
映
し
て
い
く
。

依
頼
文
書
郵
送

（
９
６
１
社
）
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デジタル活用及びデジタル人材のニーズ調査（アンケート） 

 

1 業種をお答えください。 

①農業、林業 ②漁業 ③鉱業、採石業、砂利採取業 ④建設業 

⑤製造業 ⑥電気・ガス・熱供給・水道業 ⑦情報通信業 ⑧運輸業 

⑨卸売業・小売業 ⑩金融業、保険業 ⑪不動産業、物品賃貸業 

⑫学術研究、専門・技術サービス ⑬観光業 

⑭宿泊業、飲食サービス業 ⑮娯楽業 

⑯教育、学習支援業 ⑰医療、福祉業 ⑱その他サービス業 ⑲その他 

 

2 企業規模（従業員数） 

①4 人以下 ②5〜29 人 ③30〜99 人 ④100〜299 人 

⑤300 人以上 

 

3 会社の所在地はどのエリアですか？ 

① 県北（福島市、伊達市など） ② 県中（郡山市、須賀川市など） ③ 県南（白河

市、西郷村など） ④ 会津（会津若松市、喜多方市など） ⑤ 南会津（南会津町、下

郷町など） ⑥ いわき（いわき市） ⑦ 相双（相馬市、南相馬市など）  

 

デジタル活用について、貴社の状況やお考えをお聞かせください。 

4 今後、パソコンやインターネットなどを活用して、業務を効率化したり、売上を伸

ばしたりする必要があると思いますか？ 

① 非常にそう思う ② 少しそう思う ③ どちらとも言えない ④ あまりそうは思わな

い ⑤ まったくそうは思わない 

 

5 現在、業務のデジタル化（ペーパーレス化、IT ツール導入など）に取り組んでいま

すか？ 

① すでに色々と取り組んでいる 

② これから取り組む予定がある 

③ 取り組んでいないが、関心はある 

④ 特に何もしていないし、関心もない 

 

６－２へ 

６－１へ 
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6-1 デジタル化推進は社内の誰が主導となって行っていますか 

① 経営者  ②総務部門  ③デジタル担当  ④若手社員 ⑤その他 

 

6－2 デジタル化を進める上での課題・悩みは何ですか？（複数回答可） 

① 何から手をつけていいか、さっぱり分からない  

② パソコンやソフトを使いこなせる社員がいない 

③ 中心になって進めてくれるリーダー役がいない  

④ IT ツールなどを導入する予算がない 

⑤ やっても本当に効果があるのか疑問だ 

⑥ 昔からやり方を変えておらず、今さら変えられない  

⑦ 日々の業務が忙しくて、新しいことを考える暇がない  

⑧ その他（         ） 

「こんな人がいたら助かる！」という人材について教えてください。 

 

7 現在、パソコンや IT が得意な人材は社内に足りていますか？ 

① 十分に足りている ② 少し足りない ③ 全く足りていない ④ 特に必要としていな

い                                ） 

8 「こんなことができたら助かる！」と思うものをいくつでもお選びください（複数

回答可） 

☐ 書類・勤怠・経理業務のデジタル化 

☐ 定例業務の自動化・効率化 

☐ 顧客管理・データ分析および活用 

☐ 在庫・予約・シフト管理のデジタル化 

☐ 情報発信・集客のデジタル活用（ホームページ更新、ＳＮＳ活用、ネット広告運用） 

☐ ネットショップの開設、運営・新規販路開拓 

☐ 現場の進捗・売上げのリアルタイム共有 

☐ モバイル活用による業務効率化（スマホ・タブレットで外出先から報告・確認） 

☐ 教育・サポート体制の強化（動画マニュアル、新人教育、ＩＴツール導入支援、パ

ソコントラブルの相談） 

☐ セキュリティ対策（情報及びシステム保護） 

☐ オンライン会議・オンラインセミナーの開催をサポート 

□その他（） 
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今後の人材採用・育成について 

9 問 8 でお答えいただいたような業務を任せるために、社内で従業員向けの研修（外

部セミナーへの参加など）を実施していますか？ 

①実施している ②検討中 ③実施したが効果なし ④実施していない 

10 労働者個人の主体的な訓練・研修受講を推奨し、その費用（個人負担額の全額また

は一部）を補助する支援制度を設けていますか？ 

① 設けている ② 設けていない 

 

今後採用する人材で、必要とする具体的に必要とする具体的なデジタルス

キルについてお答え下さい。 

11 Office soft・業務管理（経理・勤怠・顧客・在庫管理等）  

➀必要 ②分からない ③不要  

 

12 デザイン・CAD（画像作成・加工、図面作成等） 

➀必要 ②分からない ③不要  

 

13 生成 AI 活用（資料作成、データ分析、ファクトチェック等） 

➀必要 ②分からない ③不要  

 

14 社内インフラ整備（セキュリティ対策、ネット接続トラブル対応、ネットワーク構

築等） 

➀必要 ②分からない ③不要 

 

15 デジタルマーケティング（SNS 活用、ホームページ運営管理等） 

➀必要 ②分からない ③不要  

 

16 プログラミング・ノーコード開発 

➀必要 ②分からない ③不要  

 

17 その他必要なスキル（アプリ・ソフト）についてご自由にご記入ください 

（                      ） 

 

18 問 11～17 で「必要」とお答えいただいたデジタルスキルについて、期待する習得

水準をお答えください。 

（※問 11～17 で、全てのデジタルスキルについて「分からない」または「不要」とお

答えいただいた方は次の設問へお進みください。） 

① 専門知識（デジタルに関する専門知識を有する者、DX 推進等の中心になり得る者） 
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② 実務者知識（デジタルに関する実務者知識を有する者、DX推進等の実務を担うこと

ができる者） 

③ 基礎知識（デジタルに関する基礎的な知識を有する者（実務経験は問わず）DX 推進

の補助的業務を担う者） 

19 公的職業訓練（ハロートレーニング）では、デジタル人材育成を推進するため、デ

ジタル分野の職業訓練を拡充しています。こうした訓練を修了した方を採用したいと思

いますか。 

① 積極的に採用したい 

② 個々のスキルにより雇用を検討したい 

③ どちらでもない 

④ 雇用予定はない 

20 デジタルスキルを持った人材の確保にあたって貴社の課題があれば教えてください。

（自由記述） 

 

21 福島県内の企業では「高齢化による技術の途絶」「広い県土での移動負担」「人材

不足」といった共通の悩みがありますが、デジタルの力（デジタルに強い人材）によっ

て解決できると思うものはどれですか。（複数選択可） 

① ベテランの「職人技やコツ」をデータで残し、若手へ受け継ぐこと 

（動画や AI を使って、言葉にできないベテランの技術を「見える化」して守る） 

② 単純作業をパソコンや機械に任せ、少ない人数で仕事を回すこと 

（事務作業の自動化やロボット活用で、人材不足でも現場を維持する） 

③ 打合せや現場管理をスマホ・PC で行い、「移動の手間」をなくすこと 

（広い福島県内を移動する時間を減らし、どこでも仕事ができる環境を作る） 

④ 新しい働き方やサービスを取り入れ、若者が働きたくなる職場にすること 

（IT 活用で会社のイメージを一新し、県外への若者流出を止めること） 

⑤ その他（                 ） 
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                          令和８年１月２２日 

 

 事業主各位 

 

福島県地域職業能力開発促進協議会事務局 

                       （福島労働局職業安定部訓練課） 

 

デジタル活用及びデジタル人材のニーズ調査の実施について（ご依頼） 

 

職業能力開発促進に係る運営等につきましては、日頃よりご理解、ご協力を賜り感謝

申し上げます。 

さて、デジタル田園都市国家構想総合戦略（2023年改訂版）（令和 5年 12月 26日閣

議決定）に基づき、政府全体でデジタル技術の活用による地域の社会課題解決に取り組

んでいるところですが、人口減少・少子高齢化・人手不足への対応等、喫緊の課題には、

地域社会の生産性を高めるため、産業人材の育成面において、デジタル人材の育成は不

可欠です。 

この現状に鑑み、今般、企業が必要とするデジタル人材等を把握し、今後の公的職業

訓練（ハロートレーニング）のカリキュラムの策定等に反映していくため、下記のとお

り「デジタル活用及びデジタル人材のニーズ調査」（アンケート調査）を実施すること

といたしました。 

本アンケート調査により、企業が求めるデジタル人材育成の方向性、企業ニーズごと

のマッチング促進、人手不足の解消、さらには業務効率化による生産性向上を図り、地

域産業の活性化につなげていきたいと考えております。 

つきましては業務多忙の折、大変お手数をおかけしますが、何卒、本趣旨をご理解い

ただき、アンケートへの回答にご理解とご協力賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

《デジタル活用及びデジタル人材のニーズ調査》 

１ 調査回答方法 

下記のＵＲＬ（二次元コード）からアンケート調査の回答サイトに入っていただ

き、オンライン上で選択のうえ回答（複数選択、自由記載項目あり） 

 

  URL：https://forms.office.com/r/NkbMzBv5vs 

 

２ 調査回答期限 

令和 8年 3月 13日（金） 

 

３ 回答所要時間（目安） 

   ５分程度 

 
アンケート回答二次元コード 
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４ 調査結果の活用（用途） 

 （1）公的職業訓練の訓練実施機関等への提供 

    国や福島県が実施する公的職業訓練の訓練実施機関等に提供し、企業が求める

人材ニーズを踏まえた効果的な訓練を設定するために活用。 

 （2）公的職業訓練受講者への提供 

    調査結果を公的職業訓練受講者へ提供し、企業のニーズを示すことにより、企

業とのマッチングを促進するために活用。 

 （3）ハローワーク及びハローワーク登録求職者への提供 

    ハローワークに提供し、ハローワークへ登録し求職活動する方々（以下「求職

者」）へのキャリアコンサルティング等の就職支援に活用。 

また、求職者に対してアンケート結果を提供し、自身が有するデジタルスキル

の活用、今後、就職に向けて有効なデジタルスキルの理解など、個々のリスキリ

ングの促進に活用。 

 （4）福島県地域職業能力開発促進協議会（以下、「協議会」という）の資料 

    当協議会において、本調査結果に基づき、デジタル人材における課題解決に向

けた方向性を検討する資料として活用。 

 

５ その他 

 （１）求人の登録（福島労働局内のハローワークにおける取扱） 

デジタルスキルを有する人材の雇用意向がありましたら、ハローワークに求人を

ご提出いただく際、その旨をお申し出ください。 

    なお、デジタルの専門分野に限らず、様々な業種・職種において幅広く登録するこ

とができますので、管轄のハローワークにご相談ください。 

（例）主として販売業務に携わることとなるが、ホームページ作成、Web デザインスキルを有する

者を採用したい場合など 

（２）「職業訓練修了者歓迎求人」の登録 

訓練受講者及び訓練修了者（デジタル分野以外も含みます）を雇用する意向があり

ましたら、ハローワークに求人をご提出いただく際、その旨の意向をお申し出くださ

い。訓練受講者に対して優先的に求人情報を提供いたします。 

 

 

                       福島県地域職業能力開発促進協議会 

事務局：福島労働局職業安定部訓練課 

                       電話：０２４－５３６－７７３３ 
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公的職業訓練（ハロートレーニング）

【ＩＴ・デジタル】に関する

ＷＥＢアンケートのお願い
⚫ この度、福島県地域職業能力開発促進協議会では、ＩＴ・デジタル分野における
人材育成、人材確保を推進する上で、企業が必要とする人材等を把握するために
アンケートを実施することとしました。

⚫ 所用時間５分程度

⚫ つきましては、アンケートにご協力頂きますようお願いいたします。

問い合わせ先：福島労働局職業安定部訓練課
電話番号：０２４ー５３６ー７７３３

事業所の皆様へ

スマートフォンから
ご回答の場合

パソコンから
ご回答の場合

※アンケートの回答内容は、目的外で使用することは一切ございません。

１.検索エンジンで

「福島労働局ハロートレーニング」と検索

あ福島労働局 ハロートレーニング

２.ハロートレーニング情報をクリックして

ください

３.公式ホームページ内の「お知らせ」

または「特設バナー」をクリックしてください
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「ハロートレーニング（職業訓練） パネル展」 

実施要領 
 

 
令和 ７ 年 ８ 月 ２７ 日 

 
 

１ 趣旨・目的 

令和８年１月３１日（土）に開催する「ハロートレーニングフェスｉｎふくしま２

０２６」との連動企画として、事前にハロートレーニングの内容や訓練風景等を展示

することによりハロートレーニングに興味を持ってもらい、「ハロートレーニングフ

ェスｉｎふくしま２０２６」への参加につなげることを目的とする。 

 

２ 内容 

 職業訓練についての周知、訓練の様子（写真）の展示、フェスの案内ポスターを掲

示、制作物の展示など 

 

３ 開催場所 

   コラッセふくしま 1 階アトリウム 

   （福島市三河南町１－２０） 

   ※会場使用料、備品（展示パネル、テーブル、折りたたみ椅子、案内板）は 

    すべて無料 

 

４ 開催日 

令和８年１月２６日（月）～令和８年 1 月２８日（水）３日間 

 

５ 開催時間  

 

 

 

 

 

 

※初日は 8:30 から搬入し、最終日は 17:00 までに撤去する。 

   開催時間 

第 1 弾 １月２６日（月） 10:00～17:00 

１月２７日（火） 8:30～17:00 

１月２８日（水） 8:30～15:00 
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「ハロートレーニングフェス in ふくしま２０２６」 

実施要領 
 

 
令和 ７ 年 ８ 月 ２１ 日 

 
 

 

１ 趣旨・目的 

ハロートレーニング（公的職業訓練）については、ハローワーク利用者を含め、全

般的に認知度が低い状況にある。 

このため、訓練実施施設との交流や訓練体験により、広く福島県民等に対し、ハロ

ートレーニングの内容等を情報発信することで受講希望者の増加を図る。 

さらに、事業主に対して、訓練実施施設において実施している訓練の内容を知って

もらう場を提供することにより、訓練修了者のスキル・技能を活かせる求人を確保し

人材不足の解消を図る。  

また、本県におけるハロートレーニングの周知を通じて、新たな訓練施設の掘り起

こしにつなげることを目的として開催する。 

 

２ 内容 

（１）会場内に訓練施設のブースを設け、訓練コース内容の説明、訓練体験を実施 

（２）ポリテクセンター施設内訓練見学ツアーの実施 

（３）来場者がその場で相談できるよう、職業相談（訓練受講相談）、求人相談、助

成金相談など付随するブースを設置 

※ 詳細な内容については、今後協議予定 

 

３ 開催場所 

   ポリテクセンター福島 イベントホール及びグリーンホール 

（福島市三河北町７－１４） 

 

４ 開催日時 

令和８年１月３１日（土） 10 時 30 分から 15 時 30 分（14 時 30 分受付終了） 

 

５ 対象者 

制限しない 
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６ 参加訓練施設（予定） 

福島県内の訓練実施施設 10 校程度（令和７年度県内委託訓練及び求職者支援訓

練実施施設など 30 か所に案内【別紙参照】） 

 

７ その他 

イベント等の効果的・効率的実施に資するため、すべての参加者（訓練施設含む）

に対しアンケートを実施する。 

 

８ 実施主体 

  厚生労働省福島労働局（ハローワーク）、福島県、独立行政法人高齢・障害・求

職者雇用支援機構福島支部の三者共催とする。 

 

９ 事務局は、福島労働局職業安定部訓練課に置く。 
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①
IT
基
礎
系
ブ
ー
ス
（
PC
4席
）

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
体
験

「
身
体
で
覚
え
る
正
し
い
指
使
い
の
コ
ツ
」

営
業
販
売
事
務

合
資
会
社

カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

①
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」

営
業
販
売
事
務

②
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）
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介
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定
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営
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⑦
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⑧
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①
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ボ
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流
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。
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①
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②
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⑫
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体
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の
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の
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（
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松
竹
梅
の
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せ
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実
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・
苔
玉
づ
く
り
体
験

も
の
づ
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福
島
県
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業
能
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発
協
会

（
福
島
県
技
能
振
興
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ー
ナ
ー
）

⑬
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●このイベントを知ったきっかけ（複数可）

ハローワークの受付、窓口、説明会などでの案内 12

ハローワーク内でのリーフレット、ポスター、チラシなど 8

ハローワークのLINE 1

パネル展（1/26～1/28コラッセふくしまで開催） 1

福島労働局のホームページ 2

福島労働局のX、Youtube、Instagram 6

リビング福島 1

市町村の広報誌 1

訓練校の案内 2

知人・友人 7

小学校からの案内 7

テレビ 0

ラジオ 0

街頭ポスター 3

その他 4

【その他の内容】

・新聞のチラシ

・福島民報

・通りがかり

「ハロートレーニングフェスinふくしま2026」
来場者アンケート集計結果

（アンケート回収枚数:47枚）

1
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●参加した目的（複数可）

ハロートレーニングが何かを知らないため 17

ハロートレーニングは知っているが、どんなコースがあるか知
りたい

11

ハロートレーニングのコースを体験したい 19

ハロートレーニングを受講したい 6

将来的にスキルアップを目指しているため 11

訓練受講生の採用を検討しているため 0

人材確保の参考とするため 0

人材開発支援助成金を利用するため 0

従業員のスキルアップを検討しているため 1

子供の体験 11

適職診断を受けるため 2

その他 2

【その他の内容】

・こけ玉づくり

●イベントに参加して思ったこと（複数可）

近々ハロートレーニングに申し込みたい 4

ハローワークに相談してみたい 9

今は必要ないが、将来的に受講を検討したい 13

もう少し詳しい内容を知りたい 12

家族や友人にハロートレーニングを勧めたい 12

求人内容を見直したい 1

訓練受講生の採用を検討したい 0

自分には必要ない 5

その他 1

●訓練を体験したブースの数

１ブース 9

２ブース 7

３ブース 8

４ブース 5

それ以上 5

2
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●体験して良かったブース（複数可）

親子ものづくり体験教室 8

ポリテクセンター見学ツアー 4

 IT基礎系 タッチタイピング体験「身体で覚える正しい指使い
のコツ」

7

 IT実践系 画像と動画生成AI体験「未来を体験する30分」 7

簿記系 かんたんに簿記を体験「やさしい会社経営ゲーム」 8

キーボード入力によるタイピング速度の測定体験 3

デザインソフトを使用してのチラシ作成体験 7

JWｰCADソフトを使用しての操作体験 6

介護「車いす体験｣｢ｼﾆｱｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣｢救急蘇生法｣ 11

医事コンピューターを使用し、患者登録から会計入力、
診療報酬

8

ワークフロー実践体験ノーコードでプログラミングしレゴのロ
ボットを動かす

0

ｅラーニング学習体験 3

 LEDを使ったものづくり体験 6

銅パイプ使ったものづくり体験（一輪挿し） 8

こけ玉づくり 3

訓練相談コーナー（求職者向け） 0

在職者訓練相談コーナー 0

求人相談コーナー 1

助成金相談コーナー 0

掲示物コーナー 0

缶バッチ・スーパーボールすくい 8

その他 2

【その他の内容】

・クロス貼り

・適職診断

3
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●説明・体験の時間

ちょうどよい 39

短い 0

⾧い（体験後の説明が⾧い） 1

その他 0

●会場までの主な交通手段

徒歩 5

自転車 2

電車 4

車 32

バス 1

●同イベントが開催されたら

また来たい 32

近所で開催されれば来たい 10

もう来ない 0

※ 未記入の項目あり（裏面全体や裏面の一部など）

4
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■今回のイベントについての感想、ご意見、改善点等ありましたらご記入ください
（※原文のまま記載）

・短く限られた時間の中でとても有意義な時間でした。たくさんのみなさまにお世話に
 なり本当にありがとうございました。
・たくさんお世話になりました。ありがとうございました。
・ありがとうございました。
・体験することで自分の興味や得意･不得意に気づくことができるので大事だなと感じ
 た。イベント通して楽しく体験することができてとても有意義でした。
・親子もの作り体験:親切で丁寧な説明だったのでわかりやすく楽しく体験ができ親子
 で貴重な時間を過ごすことができた。ありがとうございました。またの機会があれば
 違う体験もうけてみたいです。
・初めて来ましたが、いろいろ学べると知りびっくりしました。みなさまとても親切で
 スムーズに移動できました。
・もう少しいろんなところに参加したかったので、もっと早くに来ようと思いました。
 もうちょっと16時くらいまでやってたらよかったです。
・介護体験楽しかったです
・今後の就活に向けていろいろ学べたので今回の参加を活かせるようにしていこうと
 思った。
・子供の体験（ものづくり）と重なっていろいろな体験ができて楽しかったです。
・クロス貼り体験、わかりやすくためになりました。
・せっかくいいイベントなので、多くの人が参加できるようたくさん宣伝した方がよい
 と思う。
・それぞれのブースで丁寧に教えていただきました。とてもわかりやすかったです。
・優しく親切に丁寧に教えていただき、ありがとうございます。
・求職相談コーナーでいろいろ相談できてよかったです。ポリテクセンター見学ツアー
 があるのを知らなくて受付で教えていただけると助かりました。
・日頃体験できないものづくりが経験でき楽しかった。子供が来たら楽しめるイベント
 でないでしょうか。
・貴重な経験ができた楽しかったです。
・他の体験も気になっていたのがあったので、次の機会に体験ができるといいなと思う。
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開
講
地
域
別
】
実
施
状
況
（
R
7
.1
2
月
末
現
在
）

A
a

b
b/
a

c
c
/
a

Ａ
+c

地
域
別

校
別

99
1,
23
1

19
21
2

13
1

10
4

80
1,
01
9

89
3

0
.8
8

74
9

5
77

7
3
.5

8
80

6
8
1

福
島

15
20
6

2
35

15
14

13
17
1

14
7

0
.8
6

12
1

1
04

7
0
.8

1
36

1
1
8
7
8.
8
%

郡
山

21
30
8

5
42

20
15

16
26
6

21
6

0
.8
1

17
1

1
30

6
4
.3

1
91

1
4
5
7
4.
1
%

須
賀
川

3
48

3
48

42
0
.8
8

3
4

2
2

7
0
.8

3
4

2
2

白
河

6
68

1
2

2
2

5
66

52
0
.7
9

4
2

3
8

6
3
.6

4
4

4
0
6
4.
3
%

会
津
若
松

21
23
4

3
33

21
15

18
20
1

17
2

0
.8
6

15
1

1
13

7
5
.1

1
72

1
2
8
6
1.
4
%

喜
多
方

4
47

1
14

8
6

3
33

18
0
.5
5

1
7

1
3

5
1
.5

2
5

1
9
8
5.
7
%

相
双

5
40

1
8

5
3

4
32

34
1
.0
6

2
9

2
2

9
0
.6

3
4

2
5
9
4.
1
%

い
わ
き

24
28
0

6
78

60
49

18
20
2

21
2

1
.0
5

18
4

1
35

9
1
.1

2
44

1
8
4
8
3.
6
%

う
ち
女
性

浜

会
津

郡
山

　
　
　
　
　
離
職
者
訓
練
に
お
け
る
【開

講
地
域
別
】実

施
状
況
（R
7.
1
2
月
末
現
在
）

受
講
者
数

合
計

当
該
年
度
開
講
コ
ー
ス

前
年
度
繰
越

充
足
率
(%
)

応
募
倍
率

定
員

繰
越
者
数

入
校
者

応
募
者

6
4.
7
%

8
5.
7
%

担
当
校

開
講

地
域

コ
ー
ス

定
員

コ
ー
ス

定
員

う
ち

女
性

コ
ー
ス

う
ち

女
性

7
7

.4
%

8
月
末
ま
で
終
了

し
た
ｺ
ｰ
ｽ

(2
5
ｺ
ｰ
ｽ
)

就
職
率
(%
)

76
.6
% 7
4.
3
%

福
島

1
6
.7
%

郡
山

2
5
.0
%

須
賀
川

3
.9
%

白
河

5
.5
%

会
津
若
松

1
9
.0
%

喜
多
方

3
.8
%相
双

3
.2
%

い
わ
き

2
2
.7
%

開
講
地
域
別

(R
7.
12
月
末
現
在

)

17
1

26
6

48
6

6

20
1

33
32

20
2

14
7

21
6

42
52

1
7

2

18
34

21
2

12
1

17
1

34
42

15
1

17
29

1
8

4

7
0

.8
 

6
4

.3
 

7
0

.8
 

6
3

.6
 

7
5

.1
 

5
1

.5
 

9
0

.6
 

9
1

.1
 

010203040506070809010
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

福 島
郡 山

須 賀 川

白 河
会 津 若 松

喜 多 方

相 双
い わ き

【
開
講
地
域
別
】
実
施
状
況

(R
7.
1
2
月
末
現
在
)

定
員

応
募
者

入
校
者

充
足
率

0.
86

 
0.

81
 

0.
88

 
0.

79
 

0.
86

 

0.
55

 

1.
06

 
1.

05
 

0
.0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

1
.0

1
.2

福 島
郡 山

須 賀 川

白 河
会 津 若 松

喜 多 方

相 双
い わ き

【
開
講
地
域
別
】
応
募
状
況

応
募
倍
率
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【
福
島
県
】

　
令
和
７
年
度
【
分
野
別
】
実
施
状
況
（
R
7
.1
2
月
末
現
在
）

7
7

.4
%

全
体

99
1,
23
1

19
21
2

13
1

10
4

80
1,
01
9

89
3

0.
88

74
9

57
7

73
.5

88
0

68
1

76
.6
%

(9
3.
1%
)

事
務
系

全
体

70
95
2

12
18
0

99
79

58
77
2

68
2

0.
88

57
2

46
2

74
.1

67
1

54
1

76
.3
%

(9
2.
6%
)

経
理
事
務
科
等

(経
理
事
務
科
,

経
理
パ
ソ
コ
ン
科
,

経
理
事
務
基
礎
科
)

11
14
8

1
15

11
11

10
13
3

12
3

0.
92

10
8

92
81
.2

11
9

10
3
10
0.
0%

(1
00
.0
%
)

医
療
事
務
科

7
88

1
15

7
7

6
73

62
0.
85

53
48

72
.6

60
55

85
.7
%

(8
3.
3%
)

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
等

(パ
ソ
コ
ン
基
礎
,パ
ソ
コ
ン
入

門
,P
C
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
,IT
実
践

科
,も
の
づ
く
り
基
礎
科
,他
)

52
71
6

10
15
0

81
61

42
56
6

49
7

0.
88

41
1

32
2

72
.6

49
2

38
3

74
.4
%

(9
2.
4%
)

情
報
系

全
体

13
14
8

2
18

18
14

11
13
0

12
2

0.
94

10
2

65
78
.5

12
0

79
80
.0
%
(1
00
.0
%
)

W
eb
デ
ザ
イ
ン

(W
e
bデ

ザ
イ
ン
,W
e
bデ

ザ
イ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
,W
e
bア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
,D
T
P
-
W
e
bデ

ザ
イ
ン
)

10
12
2

1
15

15
14

9
10
7

10
4

0.
97

87
57

81
.3

10
2

71
80
.0
%
(1
00
.0
%
)

IT
系

（
情
報
シ
ス
テ
ム
科
,

D
X
基
礎
科
）

3
26

1
3

3
0

2
23

18
0.
78

15
8

65
.2

18
8

サ
ー
ビ
ス
系

全
体

3
42

0
3

42
30

0.
71

25
15

59
.5

25
15

C
A
D
オ
ペ
レ
ー
タ
科

3
42

3
42

30
0.
71

25
15

59
.5

25
15

介
護
･医

療
･福

祉
系

全
体

13
89

5
14

14
11

8
75

59
0.
79

50
35

66
.7

64
46

介
護
福
祉
士
養
成
科

5
17

3
5

5
4

2
12

5
0.
42

5
3

41
.7

10
7

介
護
職
員
養
成
科

3
48

3
48

42
0.
88

34
22

70
.8

34
22

准
看
護
師
養
成
科

5
24

2
9

9
7

3
15

12
0.
80

11
10

73
.3

20
17

う
ち

女
性

充
足
率
(%
)

c
/
a

う
ち
女
性

就
職
率

(%
)

就
職
者
う
ち
関
連
分

野
へ
の
就
職
者
の
割

合
（
％
）

離
職
者
訓
練
に
お
け
る
【分

野
別
】実

施
状
況
及
び
就
職
状
況
(R
7.
12
月
末
現
在
）

前
年
度
繰
越

当
該
年
度
開
講
コ
ー
ス

受
講
者
数

合
計

Ａ
+
c

コ
ー
ス

定
員

コ
ー
ス

定
員

繰
越
者
数

A
う
ち

女
性

コ
ー
ス

定
員
a

応
募
者
b

応
募
倍
率

b/
a

入
校
者
c

8
月
末
ま
で
終
了
し
た
ｺ
ｰ
ｽ

(2
5
ｺ
ｰ
ｽ
)

1
3

3

73

56
6

10
7

2
3

42
12

4
8

15

1
2

3

62

49
7

10
4

1
8

30
5

4
2

12

10
8

53

41
1

87

1
5

25
5

34
1

1

0.
92

0
.8

5

0.
88

0.
97

0.
78

0.
71

0.
42

0
.8

8
0

.8
0

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

0

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

経
理
事
務
科
等

医
療
事
務
科

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
等

W
eb
デ
ザ
イ
ン
等

情
報
シ
ス
テ
ム
科

C
A

D
オ
ペ
レ
ー
タ
科

介
護
福
祉
士
養
成
科

介
護
職
員
養
成
科

准
看
護
師
養
成
科

科
別
実
施
状
況
(R
7
.1
2月

末
現
在
)

定
員

応
募
者

入
校
者

応
募
倍
率

77
2

13
0

42
75

6
8

2

12
2

3
0

59

5
72

10
2

2
5

50

7
4.

1 
78

.5
 

59
.5

 
66

.7
 

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

0

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

7
0

0

8
0

0

9
0

0

事
務
系

情
報
系

サ
ー
ビ
ス
系

介
護
･医

療
系

【
分
野
別
】
実
施
状
況
(R
7.
12
月
末
現
在
)

定
員

応
募
者

入
校
者

充
足
率

事
務
系

, 
75

.8
%

情
報
系

, 
1

2
.8

%

サ
ー
ビ
ス
系

, 
4.

1%

介
護
･医

療
･

福
祉
系

, 
7

.4
%

【
分
野
別
】
実
施
状
況
(R
7.
12
月
末
現
在

)
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開
講

定
員

応
募

者
応

募
倍

率
 

入
所

者
定

員
充

足
率

中
退

者
う

ち
就

職
者

修
了

者
う

ち
就

職
者

機
械

C
A

D
/
N

C
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

科
5
6

4
2

3
5

8
3
.3

%
3
1

7
3
.8

%
8

2
1

1
6

1
3

8
2
.4

%
7
1
.4

%

機
械

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
講

習
N

C
技

術
科

（
企

業
実

習
付

コ
ー

ス
）
接

続
1
0

1
0

1
0

1
0
0
.0

%
9

9
0
.0

%

機
械

N
C

技
術

科
（
企

業
実

習
付

コ
ー

ス
）

3
0

1
5

1
1

7
3
.3

%
1
1

7
3
.3

%
4

1
0

3
3

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

機
械

溶
接

施
工

科
4
8

3
6

2
4

6
6
.7

%
2
3

6
3
.9

%
9

2
1

7
6

8
7
.5

%
1
0
0
.0

%

電
気

・
電

子
電

気
設

備
技

術
科

6
0

4
5

6
4

1
4
2
.2

%
4
6

1
0
2
.2

%
1
7

3
2

1
4

1
2

8
7
.5

%
7
1
.4

%

電
気

・
電

子
ビ

ジ
ネ

ス
ス

キ
ル

講
習

生
産

情
報

シ
ス

テ
ム

科
接

続
1
0

5
1
6

3
2
0
.0

%
1
4

2
8
0
.0

%

電
気

・
電

子
生

産
情

報
シ

ス
テ

ム
科

4
0

2
0

2
3

1
1
5
.0

%
2
0

1
0
0
.0

%
9

1
1

8
8

1
0
0
.0

%
7
7
.8

%

居
住

住
宅

建
築

デ
ザ

イ
ン

科
6
0

4
5

3
5

7
7
.8

%
3
1

6
8
.9

%
3

2
1

1
0

6
6
3
.6

%
2
8
.6

%

居
住

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
講

習
住

環
境

計
画

科
1
0

1
0

2
1

2
1
0
.0

%
2
0

2
0
0
.0

%

居
住

住
環

境
計

画
科

4
0

4
0

3
7

9
2
.5

%
3
5

8
7
.5

%
1
1

2
2

9
9

1
0
0
.0

%
7
2
.7

%

3
6
4

2
6
8

2
7
6

1
0
3
.0

%
2
4
0

8
9
.6

%
6
1

1
3

8
6
7

5
7

8
6
.7

%
7
2
.3

%

　
令

和
７

年
度

離
職

者
訓

練
実

施
状

況

施 設 名
系

訓
練

科
名

年
度

定
員

令
和

７
年

度
入

所
状

況
（
1
2
月

入
所

ま
で

）
前

年
度

か
ら

の
繰

越
者

令
和

７
年

度
就

職
状

況
（
1
2
月

末
ま

で
）

中
退

者
状

況
修

了
者

就
職

状
況

就
職

率
正

社
員

就
職

率

福 　 島

計

（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
福
島
支
部

69
.5
%

30
.5
%

受
講
者
の
男
女
比

男
性

女
性

19
.3
%

24
.9
%

21
.3
%

20
.8
%13
.7
%

受
講
者
の
年
齢
構
成

～
20

代

30
代

40
代

50
代

60
代

以

上

65
.5
%86

.9
%

87
.2
%

83
.1
%

90
.7
%

91
.8
%

89
.1
%

89
.7
%

89
.6
%

40
.0
%

60
.0
%

80
.0
%

10
0.
0%

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月

定
員
充
足
率
の
推
移

福
島
20

25
累

計
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令

和
７

年
度

離
職

者
訓

練
実

施
状

況
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
福
島
支
部

開
講

定
員

応
募

者
応

募
倍

率
 

入
所

者
定

員
充

足
率

中
退

者
う

ち
就

職
者

修
了

者
う

ち
就

職
者

機
械

　
C

A
D

・
機

械
加

工
技

術
科

6
6

1
0

1
6
6
.7

%
1
0

1
6
6
.7

%
#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

機
械

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ル
講

習
C

A
D

・
機

械
加

工
技

術
科

　
接

続
3
0

1
5

1
0

6
6
.7

%
1
0

6
6
.7

%
9

1
0

8
7

機
械

溶
接

ク
ラ

フ
ト

科
（
金

属
加

工
科

）
3
0

1
5

4
2
6
.7

%
4

2
6
.7

%
6

0
0

6
4

6
6
.7

%
7
5
.0

%

電
気

・
電

子
電

気
設

備
技

術
科

3
0

3
0

2
6

8
6
.7

%
2
6

8
6
.7

%
0

0
1
2

1
0

8
3
.3

%
9
0
.0

%

電
気

・
電

子
電

気
設

備
技

術
科

（
企

業
実

習
付

）
6

6
8

1
3
3
.3

%
7

1
1
6
.7

%
#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

電
気

・
電

子
ビ

ジ
ネ

ス
ス

キ
ル

講
習

電
気

設
備

技
術

科
（
企

業
実

習
付

）
　

接
続

2
6

1
3

8
6
1
.5

%
8

6
1
.5

%
8

5
2

4
3

居
住

建
築

Ｃ
Ａ

Ｄ
・
リ

フ
ォ

ー
ム

計
画

科
6
0

4
5

3
9

8
6
.7

%
3
9

8
6
.7

%
8

7
7

1
6

1
3

8
7
.0

%
6
5
.0

%

1
8
8

1
3
0

1
0
5

0
.8

1
1
0
4

8
0
.0

%
3
1

1
3

9
4
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医
療
事
務
分
野

11
15
4

4
55

7
99

0
0

0
0

デ
ジ
タ
ル
系
（
IT
・
W
eb
デ
ザ
イ
ン
）

15
23
6

7
11
1

7
11
0

1
15

0
0

営
業
・
販
売
・
事
務
分
野

16
27
7

5
91

7
13
0

4
56

0
0

農
業
分
野

4
55

0
0

0
0

0
0

4
55

そ
の
他
分
野

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

59
91
1

22
35
0

25
39
7

6
84

6
80

求
職
者
支
援
訓
練
サ
ポ
ー
ト
講
習
の
実
施

令
和
7年
10
月
10
日
（
金
）
13
:0
0～
16
:0
0

民
間
訓
練
実
施
機
関
等
の
担
当
者
を
対
象
と
し
て
実
施

「
早
期
就
職
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
運
営
」

参
加
者
12
名

い
わ
き
市

会
津
若
松
市

そ の 他

計

令
和
7年
度
実
施
状
況
確
認
(巡
回
）
状
況

１
２
３
回
実
施
 
実
施
率
１
０
０
％

郡
山
市

認
定
率

95
.5
%

コ
ー
ス
区
分

認
定

福
島
市

そ の 他

26
6

計

指
標

実
績

実
践
コ
ー
ス

令
和
7年
度
 
求
職
者
支
援
訓
練
認
定
状
況
（
R
7.
12
月
末
現
在
）

コ
ー
ス
区
分

申
請

認
定

基
礎
コ
ー
ス

基
礎
20
.8
%

医
療
事
務

16
.9
%

デ
ジ
タ
ル
系

25
.9
%

営
業
・
販
売
・

事
務

30
.4
%

農
業

6%

【
分
野
別
】
認
定
状
況
（
R
7.
12
月
末
現
在
）

93
58

13
25

0
0

0
0

55
99

0
0

11
1

11
0

15
0

91
13
0

56

0
0

0
0

55

35
0

39
7

84
80

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

福
島
市

郡
山
市

い
わ
き
市

会
津
若
松
市

【
地
域
別
分
野
別
】
認
定
状
況
（
R
7.
12
月
末
現
在
）

基
礎
コ
ー
ス

介
護

医
療
事
務
分
野

デ
ジ
タ
ル
系

営
業
・
販
売
・
事
務
分
野

農
業
分
野

合
計

(独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
福
島
支
部

67
.6
%

76
.9
%

10
1%

95
.5
%

20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

R
04

R
05

R
06

R
07

認
定
率
推
移
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（案） 

1 

 

 

 

公的職業訓練効果検証ワーキンググループ実施要領 

  

１ 目的 

公的職業訓練効果検証ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）は、適切 

かつ効果的な職業訓練を実施していくため、個別の訓練コースについて、訓練修 

了者や採用企業等からのヒアリング及びアンケートを実施し、訓練効果を把握・

検証し、訓練カリキュラム等の改善を図ることとする。 

 

２ ＷＧの構成員 

「福島県地域職業能力開発促進協議会設置要綱」の２（１）の構成員のうち、 

都道府県労働局、都道府県及び独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構と 

し、必要に応じて、福島県地域職業能力開発促進協議会（以下「協議会」とい 

う。）構成員の中から任意の者を追加する。 

なお、協議会の構成員として委任した者と同一のものとする必要はなく、構成 

員の機関・団体の職員等で差し支えないが、協議会の事務に従事する者として、 

正当な理由なく、協議会の事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならな

い。                                                                                                                             

 

３ 検証手法 

検証手法は、公的職業訓練の訓練修了者、訓練修了者の採用企業及び訓練実施

機関に対するヒアリングまたはアンケートにより行うものとする。 

なお、各種データの統計処理による分析については、訓練カリキュラムの改善

に資する場合に限り、協議会で実施することも可能であるが、都道府県労働局職

員以外の者が直接関わって分析を実施する場合は、①分析するデータの種類・範

囲、②分析手法、③分析の実施者等を明らかした上で、事前に、厚生労働省担当

部局に協議すること。 

 

４ ＷＧの具体的な進め方  

（１）検証対象コースの選定 

ア 予め協議会にて検証対象となる訓練分野を選定しておき、ＷＧにおいて、

当該訓練分野の訓練修了者が比較的多い訓練コースを３コース（ただし、

異なる訓練実施機関が実施するものとすること。）以上選定する。 

イ 検証対象は、アで選定したコースの訓練実施機関と、各訓練コースの訓

練修了者、当該訓練修了者を採用した企業を対象とする。 

  なお、ヒアリングを実施する場合は、対象とする訓練修了者の選定にあ
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（案） 

2 

 

たり、同一の性別又は年齢層に偏らないよう配慮すること。 

その他、就職氷河期世代、就職困難者、ひとり親等といった様々な事情

を抱える方々について検証することも有意義であることから、訓練修了者

のうちの一人は、例えば離職期間が長い、離転職を繰り返している等の履

歴のある者をできる限り選定することが望ましい。 

 

（２）ヒアリングの内容等 

ア ヒアリングは直接又は web 会議のいずれでも差し支えない。 

イ ヒアリング内容は以下の項目を基本とし、協議会独自に質問項目を追加

しても差し支えない。 

① 訓練実施機関へのヒアリング 

・訓練実施にあたって工夫している点 

・訓練実施機関が行っているキャリアコンサルティングの状況 

・訓練実施にあたっての国等への要望、改善して欲しい点 

     ② 訓練修了者へのヒアリング 

       訓練内容のうち、就職後に役に立ったもの 

・訓練内容のうち、就職後にあまり活用されなかったもの 

・就職後に感じた、訓練で学んでおくべきであったスキル、技能等 

③ 訓練修了者を採用した企業へのヒアリング 

・訓練により得られたスキル、技能等のうち、採用後に役に立って

いるもの 

・訓練において、より一層習得しておくことが望ましいスキル、技  

能等 

 

  （３）アンケートの内容等 

   ア アンケートの内容については、（２）イのヒアリング項目を基本とするが、

訓練分野毎の効果を確認するために合わせた質問項目を追加して差し支

えない。 

   イ アンケートの対象や人数（件数）等については、ＷＧにおいて予め決め

る。 

（４）ヒアリングを踏まえた効果検証等 

（２）のヒアリング及び（３）のアンケートを踏まえ、調査した訓練コー

スを含む分野全体において、訓練効果が期待できる内容及び訓練効果を上げ

るために改善すべき内容について整理する。 

 

（５）効果検証結果を踏まえた検討 

（４）の効果検証結果を踏まえ、訓練カリキュラム等の改善促進策（案）
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3 

 

等を検討し、協議会への報告事項を整理する。 

   

（６）協議会への報告 

ＷＧの効果検証結果及び訓練カリキュラムの改善促進策（案）等につい

ては協議会に報告する。 

 

 

附則 

  令和８年２月●日 一部改正 
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（見え消し） 

1 

 

 

 

公的職業訓練効果検証ワーキンググループ実施要領 

  

１ 目的 

公的職業訓練効果検証ワーキンググループ（以下「ＷＧ」という。）は、適切 

かつ効果的な職業訓練を実施していくため、個別の訓練コースについて、訓練修 

了者や採用企業等からのヒアリング及びアンケートを実施しも含め、訓練効果を

把握・検証し、訓練カリキュラム等の改善を図ることとする。 

 

２ ＷＧの構成員 

「福島県地域職業能力開発促進協議会設置要綱」の２（１）の構成員のうち、 

都道府県労働局、都道府県及び独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構と 

し、必要に応じて、福島県地域職業能力開発促進協議会（以下「協議会」とい 

う。）構成員の中から任意の者を追加する。 

なお、協議会の構成員として委任した者と同一のものとする必要はなく、構成 

員の機関・団体の職員等で差し支えないが、協議会の事務に従事する者として、 

正当な理由なく、協議会の事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならな

い。                                                                                                                             

 

３ 検証手法 

検証手法は、公的職業訓練の訓練修了者、訓練修了者の採用企業及び訓練実施

機関に対するヒアリングまたはアンケートにより行うものとする。 

なお、各種データの統計処理による分析については、訓練カリキュラムの改善

に資する場合に限り、。協議会で実施することも可能であるが、都道府県労働局

職員以外の者が直接関わって分析を実施する場合は、①分析するデータの種類・

範囲、②分析手法、③分析の実施者等を明らかした上で、事前に、厚生労働省担

当部局に協議すること。 

 

４ ＷＧの具体的な進め方  

（１）検証対象コースの選定 

ア 予め協議会にて検証対象となる訓練分野を選定しておき、ＷＧにおいて、

では当該訓練分野の中で訓練修了者が比較的多い訓練コースを３コース

（ただし、異なる訓練実施機関が実施するものとすること。）以上選定す

る。 

イ 検証対象は、アで選定したコースの訓練実施機関と、各訓練コースのに

つき訓練修了者１人以上、当該訓練修了者を採用した採用企業を対象１社
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（見え消し） 
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以上とする。具体的には、３コースを選定すると、訓練実施機関３者、訓

練修了者３人以上及び採用企業３社以上が対象となる。 

  なお、ヒアリングのを実施する場合は、対象とする訓練修了者の選定に

あたりっては、同一の性別又は年齢層に偏らないよう配慮すること。 

その他、就職氷河期世代を含む中高年層、就職困難者、ひとり親等とい

った様々な事情を抱える方々について検証することも有意義であること

から、訓練修了者のうちの一人は、例えば離職期間が長い、離転職を繰り

返している等の履歴のある者をできる限り選定することが望ましい。 

 

（２）ヒアリングの内容等 

ア ヒアリングは直接又は web 会議のいずれでも差し支えない。 

イ ヒアリング内容は以下の項目を必須基本とし、協議会独自に質問項目を

追加しても差し支えない。 

① 訓練実施機関へのヒアリング 

・訓練実施にあたって工夫している点 

・訓練実施機関が行っているキャリアコンサルティングの状況 

・訓練実施にあたっての国等への要望、改善して欲しい点 

     ② 訓練修了者へのヒアリング 

       ※訓練機関の接遇など、受講中の満足度ではないことに留意。 

・訓練内容のうち、就職後に役に立ったもの 

・訓練内容のうち、就職後にあまり活用されなかったもの 

・就職後に感じた、訓練で学んでおくべきであったスキル、技能等 

③ 訓練修了者を採用した企業へのヒアリング 

・訓練により得られたスキル、技能等のうち、採用後に役に立って

いるもの 

・訓練において、より一層習得しておくことが望ましいスキル、技  

能等 

・訓練修了者の採用について、未受講者（未経験者）の採用の場合

と比較して期待していること（同程度の経験等を有する者同士を

比較） 

 

  （３）アンケートの内容等 

   ア アンケートの内容については、（２）イのヒアリング項目を基本とするが、

訓練分野毎の効果を確認するために合わせた質問項目を追加して差し支

えない。 

   イ アンケートの対象や人数（件数）等については、ＷＧにおいて予め決め

る。 
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（４）ヒアリングを踏まえた効果検証等 

（２）のヒアリング及び（３）のアンケートを踏まえ、調査した訓練コー

スを含む分野全体において、訓練効果が期待できる内容及び訓練効果を上げ

るために改善すべき内容について整理する。 

 

（５）効果検証結果を踏まえた検討 

（４）の効果検証結果を踏まえ、訓練カリキュラム等の改善促進策（案）

等を検討し、協議会への報告事項を整理する。 

【訓練カリキュラムの改善促進策（例）】 

○ 委託訓練について、 

・説明会資料又は委託要綱等の内容に追加 

・公募条件又は入札の加点要素として付加 

○ 汎用性の高い訓練（就職支援）内容について、 

・求職者支援訓練において、訓練実施期間中に独立行政法人高齢・

障害・求職者雇用支援機構が行う実施状況の確認の際に周知 

・申請・認定事務の際に周知 

・求職者支援訓練の実施機関開拓の際に周知 

   

（６）協議会への報告 

ＷＧの効果検証結果及び訓練カリキュラムの改善促進策（案）等につい

ては協議会に報告する。 

 

 

附則 

  令和８年２月●日 一部改正 
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20
21
年
4月
1日

令
和
８
年
１
月
１
５
日
（
木
）

令
和
7
年
度

第
3
回
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

令
和
８
年
度
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
の
方
向
性
に
つ
い
て

- 61 -

KMZNFS
iryou 2
資料７



令
和
８
年
度
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
検
証
分
野
の

選
定
に
つ
い
て
（
案
）
①

１

効
果
検
証
を
行
う
訓
練
分
野
は
、
「
IT
・
デ
ジ
タ
ル
分
野
」
と
す
る
。

１
効
果
検
証
を
行
う
訓
練
分
野

•
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
（
令
和
４
年
６
月
７
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も
に
不
足

し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
都
市
圏
へ
の
偏
在
が
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
IT
・
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
人
材
育

成
の
重
点
化
を
進
め
、
訓
練
コ
ー
ス
の
設
定
促
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

•
令
和
６
年
度
の
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
で
は
「
IT
・
デ
ジ
タ
ル
分
野
」
を
検
証
し
て
い
た
が
、
令
和
５
年
度
ま
で
は
Ｉ
Ｔ
分
野
の

訓
練
コ
ー
ス
が
無
く
検
証
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
（
公
的
職
業
訓
練
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
分
野
の
コ
ー
ス
は
、
求
職
者
支
援
訓

練
、
委
託
訓
練
と
も
に
令
和
６
年
度
か
ら
開
講
し
た
。
）

•
令
和
８
年
度
の
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
で
は
、
令
和
６
・
７
年
度
に
お
け
る
訓
練
修
了
予
定
の
Ｉ
Ｔ
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
が
、
６

年
度
４
コ
ー
ス
、
７
年
度
８
コ
ー
ス
あ
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
訓
練
コ
ー
ス
の
設
定
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
定
性
的
に
分

析
す
る
こ
と
が
可
能
。

【
令
和
６
年
度
】
求
職
者
支
援
訓
練
:
３
コ
ー
ス
、
委
託
訓
練
:
１
コ
ー
ス
、

【
令
和
７
年
度
】
求
職
者
支
援
訓
練
:
４
コ
ー
ス
、
委
託
訓
練
:
３
コ
ー
ス
、
⾧
期
人
材
育
成
コ
ー
ス
１
コ
ー
ス

２
選
定
理
由
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令
和
８
年
度
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
検
証
分
野
の

選
定
に
つ
い
て
（
案
）
②

２

•
企
業
が
必
要
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
等
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
令
和
８
年
度
１
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
ま
で
実
施
し
集
計
す
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
結
果
に
基
づ
く
検
証
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
６
月
に
開
催
予
定
の
「
令
和
８
年
第
１
回
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議
」
（
以
下
、
「
第
１
回
W
G会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
協
議
す
る
。

•
訓
練
修
了
者
、
訓
練
修
了
者
採
用
企
業
及
び
実
施
機
関
等
の
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
実
施
手
順
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
第
１
回
W
G

会
議
に
お
い
て
協
議
す
る
。

３
実
施
方
法

４
効
果
検
証
の
対
象
者
選
定
等

（
１
）
対
象
分
野

Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
分
野

（
２
）
対
象
者
数

【
Ｉ
Ｔ
分
野
】

求
職
者
支
援
訓
練
:
３
コ
ー
ス

５
７
名

委
託
訓
練
:
１
コ
ー
ス

１
３
名

【
デ
ザ
イ
ン
分
野
】

求
職
者
支
援
訓
練
:
１
１
コ
ー
ス

１
５
７
名

委
託
訓
練
:
７
コ
ー
ス

９
２
名

【
Ｉ
Ｔ
分
野
】

求
職
者
支
援
訓
練
:
４
コ
ー
ス

８
０
名

委
託
訓
練
:
４
コ
ー
ス

２
９
名

【
デ
ザ
イ
ン
分
野
】

求
職
者
支
援
訓
練
:
９
コ
ー
ス

１
３
２
名

委
託
訓
練
:
４
コ
ー
ス

６
８
名

※
令
和
７
年
度
は
１
２
月
開
講
分
ま
で
の
受
講
者
数

（
３
）
実
施
機
関

５
機
関

（
予
定
）

（
４
）
採
用
企
業

訓
練
修
了
者
の
就
職
先
リ
ス
ト
を
作
成
し
選
定
す
る
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4

５
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
回
W
G
会
議

第
２
回
W
G会
議

分
析
結
果
作
成

協
議
会
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト

ヒ
ア
リ
ン
グ

６
月
上
旬

・
令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
企
業
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
検
証
及
び
協
議

・
訓
練
修
了
者
、
採
用
企
業
、
訓
練
実
施
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
手

順
や
対
象
者
等
を
協
議
、
決
定

６
月
下
旬
～
８
月
上
旬

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、
結
果
集
約
、
分
析

９
月
中
旬

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
作
成
、
改
善
促
進
策
（
案
）
検
討

11
月
上
旬

令
和
８
年
度
第
１
回
福
島
県
地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
へ
報
告

令
和
８
年
度
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
検
証
分
野
の

選
定
に
つ
い
て
（
案
）
③

３
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４

令
和

7
年
度
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
検
証
分
野
の
選

定
に
つ
い
て
（
参
考
）

【
参
考
】
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
実
施
状
況
（
年
度
内
に
開
始
し
た
訓
練
）

求
職
者
支
援
訓
練

公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）

Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
分
野

就
職
率

修
了
者

定
員
充
足
率

受
講
者
数

開
講
定
員

就
職
率

修
了
者
数

定
員
充
足
率

受
講
者
数

開
講
定
員

72
.6
%

95
88
.6
%

12
4

14
0

76
.5
%

88
82
.3
%

10
2

12
4

令
和
５
年
度
実
績

58
.8
%

20
1

95
.4
%

24
9

26
1

81
.5
%

96
73
.5
%

10
8

14
7

令
和
６
年
度
実
績

41
91
.8
%

13
4

14
6

27
78
.5
%

10
2

13
0

令
和
７
年
１
２
月
末
現
在

※
令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
訓
練
修
了
後
3ヶ
月
後
の
就
職
は
未
確
定
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１ 総説 

（１）計画のねらい 

この計画は、職業能力開発促進法（昭和44年法律第64号）に基づく公共職業訓練及び

職業訓練の実施等による特定求職者の就職の支援に関する法律(平成 23年法律第47号)に

基づく求職者支援訓練に係る総合的な訓練計画であり、関係機関（福島県、福島労働局、

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構福島支部（以下「機構福島支部」という。））

の連携等により公的職業訓練全体として適切な役割分担や情報の共有化を図り効果的な実

施を目指すものである。  

（２）計画期間 

計画期間は、令和８年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

（３）計画の改定 

この計画は、職業訓練の実施状況等を踏まえ、改定する。 

 

２ 労働市場の動向と人材ニーズの把握・課題等 

（１）労働市場の動向と人材ニーズの把握・課題 

○ 令和７年度における雇用失業情勢  

福島県の令和７年平均の有効求人倍率（原数値）は1.26倍で、前年に比べ0.01ポイン

ト低下したものの、６年連続で全国平均を上回った。 

有効求人倍率は、平成26年以降、６年連続で 1.4倍を超える水準で推移していたが、

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により、令和２年は1.2倍台に低下した。その

後、感染症対策と経済社会活動の両立により、人材需要に持ち直しが見られ令和４年は

1.4倍台に上昇した。人材需要の高まりが続く一方で、海外経済、物価高及び人件費の上

昇などにより求人を見合わせる動きが見られ、令和６年は1.2倍台に低下した。令和７年

も同様の動きとなり、雇用情勢は、引き続き求人が求職を上回って推移しているものの、

求人の動きに足踏みがみられる状況となっている。 

このような環境変化の中にあって、地域のニーズに合った人材の育成を推進するために

は、求人者及び求職者のニーズ把握に努め、離職者の早期再就職の実現に資する公的職業

訓練や、産業界や地域の人材ニーズに合致した在職者の生産性の向上等、多様な職業能力

開発の機会を確保・提供することが重要となっている。 

特に、介護・医療・福祉分野における訓練受講生の確保や、デジタル田園都市国家構想

の実現に向けた人材育成の重要性を踏まえ、ＩＴ分野・デザイン分野における就職支援の

促進等を進めるとともに、福島県においても、職業訓練のデジタル分野の強化に計画的に

取り組む必要がある。 

（２） 令和７年度における公的職業訓練の実施状況 

ア 公共職業訓練について（令和７年１２月末現在） 

(ｱ) 離職者訓練の状況について 

【福島県】 

離職者等求職者の早期就職を支援するため、公共職業安定所長から受講あっせんを

受けた者に対し、介護分野など多様な職業訓練を民間教育訓練機関等に委託して実施

している。前年同期に対して、実施訓練の定員に対する充足率は2.6ポイント増加し、

就職率は0.6ポイント増加している。 

①   受講者数  880人（前年度繰越者含む） 

②   就職率 76.6％（令和７年８月末までに終了した訓練の確定値） 

【機構福島支部】 

県内の雇用情勢と訓練ニーズを踏まえ、離職者が再就職に必要な技能及び知識を習

得するために必要な通常６か月間の訓練コースに加え、就業経験が乏しい若年者を対

象とした訓練に必要な基礎的能力の付与を目的とした「橋渡し訓練」と通常６か月間

の訓練コースを組み合わせた７か月間訓練コース、同じく「橋渡し訓練」と訓練で得

た技能を実践的なものとするための企業実習を含む「日本版デュアルシステム（短期

課程活用型）」を組み合わせた７か月間訓練コースを実施している。 

① 受講者数  548人 （前年度繰越者含む） 
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② 就職率    85.6％ （令和７年９月末までに終了した訓練の確定値） 

(ｲ) 在職者訓練の状況について 

【福島県】 

地域企業の事業の高度化及び多角化等のニーズに対応するため、職業能力短期大学

校及び職業能力開発校において、企業在職者等を対象とした短期間の技能向上訓練を

実施している。 

○ 受講者数 1,034人  （短期等801人、専門短期等233人） 

【機構福島支部】 

県内企業の在職者の生産性向上を図るため、各施設から概ね半径40km圏内の民間教

育訓練機関等が実施する訓練とすみ分けを行い、地域ニーズに基づき、真に高度な訓

練を実施している。 

○ 1,348人（令和７年１２月末実績） 

(ｳ) 学卒者訓練の状況について 

【福島県】 

令和７年度の入学者数は、令和６年度より専門課程で１割程度増加し、普通課程で

３割程度減少した。 

令和７年度の求人数は、前年同月と比べて専門課程で４割程度の増加、普通課程で

２割程度の増加である。  

①   訓練生数  181人（１年生89人、２年生92人）（R7.11月末実績） 

②   就職内定率 98.9％（R7.11月末実績） 

(ｴ) 障がい者訓練の状況について 

【福島県】 

企業、社会福祉法人、ＮＰＯ、民間教育訓練機関等地域の多様な委託先を活用し、障

がい者の能力、適性及び地域の障がい者雇用ニーズに対応した訓練を実施している。 

訓練受講者数については前年同期より３人減少している。 

①   受講者数  48人 

② 就職率    81.8％（令和７年８月末までに終了した訓練の確定値） 

イ 求職者支援訓練について（令和７年１２月末現在） 

【福島労働局】 

     職業訓練の受講者数及び就職率は次のとおりです。 

①  受講者数 519人  

②  就職率（令和７年４月に終了したコースの修了者等の状況） 

基礎コース  ‐  ％ （修了コースなし） 

実践コース 61．1 ％  

（３）令和６年度における公的職業訓練の実施結果(確定値) 

  福島県 機構福島支部 福島労働局 

離職者訓練 

求職者支援訓練 

受講者数※ 1,091人 679人 716人 

就職率 78.0 ％ 88.9 ％ 
基礎コース  67.1 ％ 

実践コース 67.3 ％ 

在職者訓練 受講者数 323人 1,538人 － 

学卒者訓練 訓練生数 245人 － － 

就職率 100 ％ － － 

障がい者訓練 受講者数 62人 － － 

就職率 64.8 ％ － － 

   ※前年度繰越者含む 
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３ 計画期間中の公的職業訓練の実施方針 

（１）公共職業訓練について 

ア 離職者訓練の実施方針 

県においては、民間教育訓練機関等を活用した知識等習得コース及び長期高度

人材育成コース等を委託訓練により実施する。令和７年度は、1,114 人(他、年度

またぎ訓練分【前年度開講】は 228人)を定員人数とし事務系・情報系・介護系等

の訓練を実施する。 

また、就労経験がないかまたは乏しい母子家庭の母等に対し、就職に必要な知

識・技能等の習得を図る職業訓練を実施する。 

機構福島支部においては、施設内訓練として主にものづくり分野の訓練を計画

し、就職に結びつく訓練内容等を取り入れた効果的な訓練を実施する。 

 

イ 在職者訓練の実施方針 

県では、県内企業における在職者等の職業能力開発・向上を図るため、技能向上

及び資格取得コースを設定し、専門短期訓練及び普通短期訓練等を実施する。訓

練内容の設定については、県内各地域の産業界のニーズ等を考慮し内容の充実を

図り、延べ定員 1,346 人を実施する。 

機構福島支部の施設では、各施設から概ね半径 40ｋｍ圏内の民間教育訓練機関

等が実施する訓練とすみ分けを行い、地域のニーズに基づき真に高度な訓練を実

施することとし、延べ定員 1,469人を実施する。 

 

 ウ 学卒者訓練の実施方針 

職業能力開発短期大学校においては、社会性豊かな人格形成、主体的な創造能

力の開発、実践的な職業能力の開発を教育理念として産業の高度化に貢献できる

実践技術者の養成を行う。また、職業能力開発校においては、普通課程の訓練を実

施し、将来多様な技術・技能に対応できる技術・技能者を養成する。 

エ 障がい者訓練の実施方針 

県としては、「福祉から就労へ」の流れを受けて、障がい者の雇用促進を図るた

め、企業、社会福祉法人、NPO、民間教育訓練機関等、地域の多様な委託先を活用

し、職業訓練を実施する。 

（２） 求職者支援訓練について 

求職者支援訓練の実施方針 

就職に必要な基礎的な技能等を習得する“基礎コース”及び実践的な技能等を習

得する“実践コース”を設定することとする。 

訓練の設定に当たっては、デジタル分野等の成長分野や人材確保が困難となって

いる介護等の分野・職種は引き続き重点を置くとともに、地域における産業の動向

及び求人ニーズを踏まえたものとする。 

また、育児や介護中などの者、未就職のまま卒業することになった新規学卒者、

生活困窮者、さらには、短時間労働者等の不安定就労者、就職氷河期世代を含む中

高年層世代の者のうち不安定な就労状態や無業状態の者など、多様な事情を抱える

求職者等でも受講できるよう実施期間・時間に配慮した訓練コースや、オンライン

訓練（ｅラーニングを含む。）、託児サービス付き訓練コースの設定を推進する。 

（３） 公的職業訓練の実施状況からみた方向性について 

離職者訓練の実施状況に基づく実施方針 

      充足率が低い分野（「介護・医療・福祉分野」）については、応募・受講しやす

い募集・訓練日程を検討した上で実施するとともに、訓練コースの内容や効果を踏

まえた受講勧奨を強化する。 

 

４ 計画期間中の公的職業訓練の対象者数等 
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（１）離職者に対する公的職業訓練 

ア 離職者に対する公共職業訓練 

(ｱ)【福島県】 

国費による委託訓練として1,114人（他、年度またぎ訓練分は20コース228人）を目

標として実施する。 

a 訓練分野、コース数及び定員 

 

b 就職率の目標値 

      委託訓練 75％以上 

c 分野に応じた訓練コースの設定等 

①ＩＴ分野、デザイン分野については、デジタル分野の重点化の観点から、ＩＴ、Ｗ

ｅｂデザイン関連の資格取得を目指すコース訓練コースの拡充を図る。 

②職業訓練の受講により習得できるスキル（資格等）の見える化・明確化を進める一

方で、求人企業が求めるスキル等の見える化・明確化や、公的職業訓練受講者をタ

ーゲットにした求人提出の働きかけの実施など、ハローワークと連携した就職支援

を実施する。 

③介護分野については、職場見学・職場体験、企業実習等を組み込んだ訓練コースを

設定し訓練コースの拡充を図る。 

④子育て中の求職者に配慮した託児サービス付き訓練コースの設定を推進する。 

(ｲ)【機構福島支部】 

施設内訓練として732人を目標として実施する。 

a 訓練分野、コース数及び定員 

※訓練分野のその他については、橋渡し訓練  

 

b 就職率の目標値 

      施設内訓練 82.5％以上 

イ 求職者支援訓練 

【福島労働局】 

訓練区分 訓練分野 
Ｒ８年度計 

コース数 定員数 

国庫委託訓練 ＩＴ分野 7 92 

国庫委託訓練 営業・販売・事務分野 67 789 

国庫委託訓練 医療事務分野 8 66 

国庫委託訓練 介護・医療・福祉分野 9 88 

国庫委託訓練 デザイン分野 6 79 

合  計 97 1,114 

訓練区分 訓練分野 
Ｒ８年度計 

コース数 定員数 

機構立施設内訓練 建設系分野 17 280 

機構立施設内訓練 製造系分野 28 398 

機構立施設内訓練 サービス系 0 0 

機構立施設内訓練 その他 14 54 

合  計 59 732 
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実施規模と分野、就職率に係る目標 

(ｱ) 実施規模 

計画期間において、訓練認定規模の上限（実施規模）を954人とする。 

 

(ｲ) 訓練コースの設定割合 

① 基礎的能力のみを習得する職業訓練（基礎コース） 

訓練認定規模の25.0％程度とする。 

② 基礎的能力から実践的能力までを一括して習得する職業訓練（実践コース） 

訓練認定規模の75.0％程度とする。 

(ｳ) 分野別認定規模 

コース名 認定規模 

基礎コース 238 

実践コース 716 

 

介護分野 156 

デジタル分野 257 

その他の分野 303 

合計 954 

注１ デジタル分野：ＩＴ分野にデザイン分野のうちＷＥＢデザイン系コースを加えた

もの。 

注２ その他の分野：営業・販売・事務系、医療事務、農業等。 

注３ 四半期ごとに求職者数の配分等に応じた定員の設定を行うとともに、できる限り

認定残が生じないよう講じることを基本とするが、第１・２四半期において、実践

コースの介護分野・デジタル分野が定員枠に達しなかった場合は、同じ認定単位期

間の「その他の分野」への振替を行うことができるものとする。また、第１四半期

から第３四半期で定員枠に余剰（認定残及び中止コースの定員分）が生じた場合は

、第４四半期において、「基礎コースと実践コースの間で振替」を行うことができ

るものとする。第１四半期と第２四半期で定員枠に余剰が生じた場合、第４四半期

と同様に第３四半期で「基礎コースと実践コースの間で振替」を行うかは、第３四

半期の認定申請受付前に福島労働局と機構福島支部の双方で協議するものとする。 

(ｴ) 新規参入枠の割合 

① 基礎コース 30％（上限） 

② 実践コース 10％（上限） 

(ｵ) 認定単位期間 

認定単位期間は、四半期ごとに設定する。 

認定単位期間における基礎コース、実践コースの具体的な定員及び認定申請受付期

間は、その都度、福島労働局及び機構福島支部のホームページで周知する。  

(ｶ) 就職率の目標値 

① 基礎コース 60％以上 

② 実践コース 63％以上  

(ｷ) 地域ニーズ枠 

基礎又は実践コースの訓練分野内で訓練対象者及び実施地域を特定し、認定規模の

30％以内（1 コース定員 15 人以内）で設定し活用できるものとする。新規参入の対象

となる訓練の場合は、新規参入枠の取扱いとする。 

(ｸ) 分野に応じた訓練コースの設定等 

    ① ＩＴ分野、デザイン分野については、デジタル分野の重点化の観点から、ＩＴ、Ｗ

ｅｂデザイン関連の資格取得を目指す訓練コースへの基本奨励金の上乗せ措置、企

業実習を組み込んだデジタル分野の訓練コースやオンライン訓練（ｅラーニングコ

ース）におけるパソコン等の貸与に要した経費への奨励金支給措置により、訓練コー
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スの拡充を図る。 

    ② ＩＴ分野、デザイン分野については、就職率の向上のため、求人ニーズに即した訓

練コースを設定し、職業訓練の受講により習得できるスキル（資格など）を見える化

・明確化を進め、求人企業が求める人材の育成や、公的職業訓練受講者をターゲット

にした求人提出の働きかけをするなど、ハローワークと連携した就職支援を実施す

る。 

③ 介護分野の人材の育成確保は重要かつ喫緊の課題であるため、介護・福祉の仕事の

イメージアップをはかるとともに、コミュニケーション能力を重要視する声を反映し

適切なカリキュラムを設定する。また、職場見学・職場体験等を組み込んだ訓練コー

スへの奨励金支給措置により、訓練コースの拡充を図る。 

（２）在職者に対する公共職業訓練等 

ア【福島県】 

テクノアカデミー３校において1,346人を目標として実施する。 

課程、訓練科名、コース数及び定員 

課程 訓練分野 
Ｒ８年度計 うち施設外 

実施定員 コース数 延定員 

高度職業訓練 

専門短期課程 

機械系 10 55  

電気・電子・情報系 17 140  

居住系 4 35  

事務系 6 57  

サービス系 4 40  

その他 21 200 200 

普通職業訓練 

短期課程 

機械系 15 138  

電気・電子・情報系 20 197  

居住系 7 65  

事務系 21 205  

サービス系  0  0  

その他 30 214 214 

合  計 155 1,346 414 

※訓練分野のその他については、オーダーメイドコース 

 

イ【機構福島支部】 

機構福島支部の３施設において1,240人を目標として実施する。 

課程、訓練分野、コース数及び定員 

課程 訓練分野 
Ｒ８年度計 

コース数 延定員 

高度職業訓練 

専門短期課程 

設計・開発 93 986 

加工・組立 54 514 

工事・施工 22 280 

検査・測定 8 80 

保全・管理 36 471 
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教育・安全 16 201 

合  計 229 2,532 

 

（３）学卒者に対する公共職業訓練 

【福島県】 

テクノアカデミー３校において高卒等を対象とした２年間の訓練を実施している。専

門課程を４科設置し定員180人（１学年90人）、普通課程を６科設置し定員240人（１

学年120人）で実施する。 

令和８年度より、テクノアカデミー郡山の精密機械工学科を機械デザイン工学科、テ

クノアカデミー会津の観光プロデュース学科を観光マネジメント学科、電気配管設備科

を電気・設備システム科として実施する。 

 

ア 課程、訓練科名、定員 

 課程 訓練科名※ 

定員 

１ 

学年 

２ 

学年 

テクノアカデミー郡山 

高度職業訓練 

専門課程 

生産技術科 

（機械デザイン工学科）  
20  

生産技術科 

（精密機械工学科） 
- 20 

電子情報技術科 

（知能情報デザイン学科） 

 

30 

 

30 

普通職業訓練 

普通課程 

木造建築科 

（建築科） 

 

20 

 

20 

テクノアカデミー会津 

高度職業訓練 

専門課程 

ホテルビジネス科 

（観光マネジメント学科） 
20  

 

ホテルビジネス科 

（観光プロデュース学科） 
- 20 

普通職業訓練 

普通課程 

電気設備科 

（電気・設備システム科）  
30  

電気設備科 

（電気配管設備科） 
- 30 

自動車整備科 

（自動車整備科） 

 

20 

 

20 

テクノアカデミー浜 

高度職業訓練 

専門課程 

電気エネルギー制御科 

（ロボット・環境エネルギーシステム学科） 

 

20 

 

20 

普通職業訓練 

普通課程 

精密加工科 

（機械技術科） 

 

15 

 

15 

自動車整備科 

（自動車整備科） 

 

20 

 

20 

木造建築科 

（建築科） 

 

15 

 

15 

 合  計 210 210 

※訓練科名の括弧書きは県における名称 

 

イ 就職率の目標値 

      100％ 
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（４）障害者等に対する公共職業訓練 

【福島県】 

国費による委託訓練として 81 人を目標として実施する。 

ア 訓練コース名、コース数及び定員 

訓練区分 訓練コース名 定員 

国庫委託訓練 知識・技能習得訓練コース 25 

国庫委託訓練 ｅ-ラーニングコース 5 

国庫委託訓練 実践能力習得訓練コース 47 

国庫委託訓練 特別支援学校早期訓練コース 4 

 合  計 81 

イ 就職率の目標値 

      委託訓練 63％以上 

 

５ その他、職業能力の開発及び向上の促進のための取り組み等 

（１） 関係機関との連携 

ア 公共職業訓練及び求職者支援訓練に係る総合的な計画を策定するにあたり、福島県、

福島労働局及び機構福島支部が地域ニーズ等の情報を共有し、効果的な公的職業訓練の

実施を目指す。 

イ 地域全体での人づくりの視点から、福島県、福島労働局及び機構福島支部により公共

職業訓練、求職者支援訓練の調整等を密にし、県内一円での職業訓練の実施に努める。 

ウ 公的職業訓練における訓練コースの周知・広報については、ハローワークの窓口や説

明会開催による周知のほか、福島県、福島労働局及び機構福島支部による広報力を積極

的に活用し、ハローワークを利用していない潜在的な対象者への周知を図り、受講者の

確保に努める。 

エ 福島県地域職業能力開発促進協議会を年２回開催し、関係機関の連携・協力の下に地域

の実情を踏まえた計画的、かつ、実効ある職業訓練の推進に資するとともに、職業訓練の

実施状況等についてフォローアップを行う。 

オ 福島県地域職業能力開発促進協議会の下に協議事項の検討作業にあたるワーキンググ

ループを置き、個別の訓練コースについて、訓練修了者や採用企業、訓練実施機関等から

のヒアリングを行い、訓練効果を把握・検証し求職者ニーズに基づく訓練カリキュラム等

の改善を図る。 

（２）公的職業訓練の受講生の能力及び適性に応じた公的職業訓練の実施 

ア 訓練受講希望者に対しては、ジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングや

職業相談を通じ、適切に職業訓練コースの選択ができるように支援する。 

イ 訓練中の受講者に対しては、ハローワークが受理した新規求人の一覧表を訓練実施施

設に提供し、就職活動を開始する時期に合わせて求人情報の提供を行う。 

また、訓練期間中においてジョブ・カードを活用したキャリアコンサルティングを実施

し、受講者の訓練修了後の求職活動の方向性、希望する業種・職種を明確化したうえで就

職に向けた支援を行う。 

ウ 訓練受講者に対しては、訓練受講中から訓練修了後３か月の間、職業相談や各種情報

の提供等を行うほか、訓練実施施設が訓練修了時までに作成したジョブ・カードを活用

し、習得スキルを活かせる求人の確保・提供などにより就職に向けた支援を実施する。 

（３）地域リスキリング推進事業 

    企業における人への投資や労働者の主体的な能力開発を促進し、人手不足が深刻な

分野をはじめ地域に必要な人材を育成・確保していくため、デジタル・グリーン等の

成長分野に関するリスキリングの推進に資する経営者等の意識改革・理解促進や在職

者のリスキリング支援などの事業に取り組む。 

   なお、地域リスキリング推進事業については、別途事業一覧を福島県地域職業能力

開発促進協議会に報告することにより、本計画に位置付けて実施するものとする。 
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（４）地域の訓練ニーズを踏まえた教育訓練給付制度による訓練機会の確保 

   福島県内における教育訓練給付制度の実施状況を踏まえ、教育訓練受講希望者への

情報提供を行うとともに、地域の訓練ニーズに基づく教育訓練給付制度による訓練機

会の確保を図る。 

（５）その他 

   ア 職業能力開発関係施設の配置図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 厚生労働省福島労働局 1 

☆ 県立テクノアカデミー 3 

△ 福島職業能力開発促進センター 1 

● 福島職業能力開発促進センター 
（会津訓練センター、いわき訓練センター） 

2 

◎ 共同認定職業能力開発校 
（いわきコンピュータ・カレッジを含む） 

13 

○ 単独認定職業能力開発校 2 

◆ 公共職業安定所 8 

◇ 公共職業安定所出張所 6 
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イ 入学金・授業料等の徴収状況（都道府県立校のみ） 

施 設 訓  練  課  程 入学金 授業料 備考 

 

 

 

 

 

職業 

能力 

開発校 

普通職業訓練 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通 

課程 

 

 

 

中卒向け 

訓練 

   実施していない 

 

 

高卒向け 

訓練 

 

 

5,650円 

 

 

 

 

 

118,800円 

（年額） 

 

 

最終的に個人に帰属すると判断されるものについて

は、学生負担としている。 

(教科書、作業服、個人用工具、資格取得のための経費) 

入学検定料 2,200円。 

短期 

課程 

在職者向け

訓練 

無料 3,100円 

(12時間ｺｰｽ) 

3,100円（12時間コース）を基本授業料とし、その時間

を超える訓練の場合は１時間あたり200円を加算した額

を徴収する。 

短期 

課程 

離転職者向け訓練   実施していない 

 

 

職業 

能力 

開発 

短期 

大学校 

 

 

 

高度職業訓練 

専門課程 

 

 

 

 

169,200円 

（県内） 

364,000円 

（県外） 

 

 

 

379,200円 

 

 

 

最終的に個人に帰属すると判断されるものについて

は、学生負担としている。 

(教科書、作業服、個人用工具、資格取得のための経費) 

入学検定料 18,000円。 

高度職業訓練 

専門短期課程 

無料 

 

4,300円 

(12時間ｺｰｽ) 

4,300円（12時間コース）を基本授業料とし、その時間

を超える訓練の場合は１時間あたり300円を加算した額

を徴収する。 
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